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身体表現の指導に関する考察
一カードを利用した表現遊びの事例より一
白井麻子（白鴎大学教育学部）
研究目的
筆者は、保育士養成課程の学生が身体表現を学ぶ上で、身体で表現する
ことの楽しさ、面白さ等の身体表現の持つ魅力を深く感じ取ってもらうた
めには、授業においてどのようなアプローチがより有効となるか模索を続
けてきた。自分の身体で表現することは、私がこれまで関わってきた舞踊
教育および上演芸術における舞踊においても共通する魅力の一つであると
感じ、とりわけダンスの創作過程の初期段階（自分の表現したいテーマを
決め、動きを作り出す過程）は、身体で自分の思いを表現する作業という
点で、身体表現の活動の中に位置づけられる。創作過程のみではなく、上
演芸術における即興パフォーマンスの持つ魅力にも共通点がみられるi。
筆者の先行研究である「中学生を対象としたダンスの即興指導に関す
る一研究」（1）では、舞踊教育のなかで、カードを利用した即興指導を論じ
た。その結果、即興の活動のなかで、自分らしさ、楽しさ、あたらしい動
きの発見ができるなど様々な利点が確認できた。そこで、本研究ではダン
スの要素の一つである「即興」を、表現遊びに取り入れる方法、カードを
利用した表現遊びの可能性を見出すことを目的とした。また、保育の現場
i即興パフォーマンス：観客の目前で即興により上演を行う形式のものを指して
いる。作品構成の完成度を求める舞踊作品とは異なる。
173
白井麻子
では“身体表現の指導のむずかしざ’という課題があることもこの研究を
進めるにあたり熟考したい点である。身体表現の指導の困難さにおける先
行研究（2）では、自由な表現の指導を展開する内容に難しさ、また保育者
自身が身体表現の基礎的技能の自信不足を感じている問題を挙げており、
身体表現の経験不足、自信不足から指導の難しさを招くのではないだろう
か。
そこで本研究では、保育養成課程の学生を対象に、身体表現の魅力を理
解し、自身の身体表現力を引きだせるような事例をあげ、身体表現遊びの
指導に関する問題を考察していくこととする。
研究方法
（1）保育内容領域「表現」における身体表現遊びについて、そのねら
い、指導法に関して文献をもとに明らかにする。
（H）先行研究として、即興を利用した舞踊や舞踊創作過程、および舞踊
教育の現場でカードを利用したダンス指導に関する先行事例をもとにカー
ドを利用した表現遊びの可能性について論じる。
（皿）表現遊びの授業の実践を通して、アンケート調査を分析、検証し考
察をする。
1身体表現のねらい
1－1保育内容一身体表現のねらい一
幼稚園指導要領からみる身体表現は、感性と表現に関する領域「表現」
に属する。「感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通し
て、豊かな感性や表現する力を養い、想像性を豊かにする」と示されii、以
下のねらいが設定されている。
（1）いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。
ii文部科学省幼稚園教育要領
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（2）感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。
（3）生活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を楽しむ。
また、これらのねらいは幼児が様々な体験を積み重ねる中で相互に関連
を持ちながら次第に達成に向かうものであり、生活の中の具体的な活動を
通して総合的に指導されるものであることに留意しなければならないと示
されている。吉川によると、自分が感じたことや考えたことを表現するた
めの基礎には、日常生活の中でおもしろいこと、発見することなど、心が
躍動するような体験が大切で、豊かな感性を培うことが豊かな表現を生み
出す素地となる（3）といっているように、日常の体験を通して、表現をは
ぐくみ援助する必要があることがわかる。また、子どもは、体験したり発
見した喜びを保育者や友達に伝えることで、一層喜びが増大し、自分の伝
えたかったことを伝えたという感触、相手が共感してくれたという実感
は、子どもの心に大切な自信と安定感、満足感をもたらし次への意欲を高
めることにつながり、保育者は、子どもの気持ちのあらわれやあらわし
を、こころとからだであるがままに受け止め受け入れ、認め、子どもの喜
びやうれしさ、快さに共鳴していくことが大切であると述べている（4）。つ
まり保育者の役割として、身体表現を楽しませるだけでなく、その感性を
日常の生活のなかで育て、援助していくことが必要である。
表現のねらいの一つは、自分が感じたことや、考えたことを自分なりに
表現して楽しむことだが、身体表現は、自分自身の身体でその感性を表現
するところであり、ダンスなどはそれにあたる。さらに身体に着目してみ
ると、身体を動かすのみではなく、声を出したり、笑ったりすることも身
体の部分の行為であり表現である。また一方で悲しくて泣くこと、ぼん
やりと座っているだけでも、身体からメッセージが表現されている（表
出）。身体から表出されるこれらも一つの身体表現であり、特に保育者と
して表現、表出を読み取ることが、子どもの気持ちを理解する重要な要素
となる。
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1－2適切な援助ができる保育者へ
保育者には子どもから何気なく表出される表現を読み取る力がとりわけ
求められており、本山によると、その読み取る力は、保育者自身が想像的
なあらわし経験を積み重ねることにより培われるものであるという（5）。ま
た身体表現力というものは、周囲に伝染していくという特性を持ち合わせ
ているので、身体表現が豊かな人がそばにいることで、子どもたちにその
表現力を伝染させることができるものと本山は指摘している。これは、保
育者自身の表現力を高めることが、適切な援助ができる保育者へとつなが
ると考えられる。
しかしながら、身体で表現する欲求は幼児のみならず、成人してからも
継続できる欲求であるはずなのだが、身体の動きで自分の思いを表現する
という行為は日常にないのが現状である。それは、ダンスやアート、芸能
などの特定の従事者が行うものとされ、学生をはじめ普段の生活のなかで
は、習い事や授業の中での活動で行われるぐらいであろう。つまり私たち
は、喜んでスキップすること、怒りで地団太を踏むことなどはせず、顔の
表情や声、文字でそれを表現している。いいかえれば、成長して自分の感
情を身体で表現しようとすれば、それは恥ずかしい行為としてみなされ、
成長とともに身体で表現すること自体をコントロールし、抑制しているの
である。
そこで、筆者は身体表現の授業において、学生自身が身体表現を魅力的
なものとして位置づけ、その感性、表現する喜び、共感できる喜びを自ら
の身体で体験できることが、適切な援助ができる保育者としての育成に役
立つと考え、本研究を進めてきた。
Hカードを利用した表現あそびの可能性
■一1舞踊にみられる即興表現
即興とは、字義どおり即座に興じることを指し、演劇や音楽、特にジャ
ズ系の音楽で使用される言葉である。自分の内側から湧きおこる感覚や感
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情を頼りに創造する活動や、また外部の刺激によって自分の内側に目をむ
けることの手段として使われることもある。舞踊のなかで即興は大きく3
つに分類され、（A）即興パフォーマンスのように事前に練習や創作をせ
ず、観客の前で演じられる即興、（B）舞踊の創作過程における動きの探
求に使われる即興、（C）観客に見せる、演じるということを目的とせず、
純粋に楽しみながら踊る即興がある。これらの即興の特徴を、先にあげた
保育者としての豊かな身体表現力の形成に役立てることに焦点をあて、即
興を利用した表現遊びの可能性を深めた。
はじめにあげた（A）のパフォーマンスにおける即興は1960年代頃の
ニューヨークを中心としたポストモダンの文化をうけ発展してきたものが
ある（6）。作曲家のジョンケージや、舞踊家のマースカニングハムによるパ
フォーマンスは、くじ引きによりダンスの振付や衣装を決め、上演するな
ど実験的なものが多くみられた。現在は、日本でもダンスや現代アートの
イベント、音楽と身体のコラボレーションといった中で、頻繁に即興によ
るパフォーマンスを見かけるようになった。即興パフォーマンスの特徴
は、事前あるいは、直前に即興を行うためのルールが設定される場合が多
い。簡単にいえば、どのようにはじまり、どのように終わるのかという最
低限の決まりごとをつくり、あとは演者が自由にパフォーマンスを行うよ
うなものである。多くの場合、目的や即興に参加する演者にあわせてルー
ルを設定するが、時には観客にルールを公開し、ルールの決定を観客に委
ねる（たとえば観客に即興のテーマを決めさせたり、くじ引きをさせた
り、さいころをふったりといったような）方法などもあり、演者と観客と
が一緒にパフォーマンスを楽しむこともできる。このような即興の形態の
パフォーマンスは、演者も観客もその場でつくられる過程や出来事に重点
的な価値をおいており、そこで生まれてくる産物にあまり重きをおいては
いないのが特徴であるといえる。続いて（B）のダンス作品を創作する過
程で行われる即興は、決められたダンスを習うのではなく、作品に必要な
アイディアの発想に即興の焦点がおかれ、動きを引き出す役割を果たして
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いる。また、表現したい内容を作り出す上で、外部からの刺激（音楽、物
語、写真、衣装、他者等）を動機づけとして即興で動き、時には自分の思
考から離れ、偶発的に思いついたアイディアを発展させることなど、幅広
く利用されている。（C）は他者の視線を意識せずに身体を動かして踊り、
即興を楽しむことであり、これらの心や身体の趣くままに踊る経験を重ね
ると、身体のボキャブラリーが増え、（A）（B）といった即興による身体
表現の幅の拡大へとつながる。
すなわち、即興による舞踊表現は、表現をしたものを評価するのみでは
なく、表現する行為自体、表現する作業過程に目を向けることができ、ま
た偶然的にうまれた表現やアイディアを引き出し発展させる役割をもって
いる。これらの即興の特徴を、表現遊びのなかで活用することに可能性を
見出した。
■一2舞踊教育におけるカードを利用した即興表現
舞踊教育・表現運動の指導のなかで、即興を利用したダンス創作や表現
運動は行われており、今回のテーマであるカードを利用した表現指導の事
例も多く報告されている。小学校の表現運動の指導事例「子ども同士のか
かわり合いを大切にした表現運動」（7）をテーマにした研究からは、自分た
ちで表現を作り上げることになれていない子どもにとって、具体的にどの
ようにうごいてよいか分からないこと、また恥ずかしさで活動が停滞して
しまうことがみられるが、イメージカードを使った即興表現を通じて、そ
れらのマイナス面を減少させ、表現の本来の楽しさを味わえたという成果
があったと報告がある。また別のカードを使った表現運動の指導事例か
ら、カードに書かれた対象になりきって楽しむ、カードめくりを楽しみな
がら友達と一緒に活動をして楽しむこと、友達の動きをみて感じあうこ
とができる活動であった（8）という実証があり、カードによる即興表現の
動機づけは、教育現場に有効であるといえる。しかしながら、即興のパ
フォーマンスもそうであるが、カードを使った指導例の多くが、即興表現
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の有効性を実証しながらも、カードから生まれた表現が、模倣やジェス
チャーのとどまってしまうこと、また創作作品につづくように発展させる
という点では不向きであり、こういった問題は今後の課題として挙げられ
ている。
H－3カードを利用した即興表現の可能性
本研究では、以上を踏まえ、保育養成課程の学生を対象に、恥ずかし
さ、どのようにうごいて良いかわからないという問題を取り除き、即興表
現や、表現あそびの本来の楽しさを伝えるため、即興を利用したカードに
よる表現遊びの指導例を実践授業の課題とした。また学生が、将来の保育
者として表現遊びを指導できるような手掛かりとなるように、題材を動物
の模倣と決定した。
○カードを利用した即興を表現遊びに取り入れる理由
・カードをめくる楽しさ／・次に何がでるかわからないという緊張感／・
指令ゲームのような遊びの特性／・カードの指示によりすぐに動かなくて
はならない即時性、即興性／・カードをめくるタイミングにより、表現の
開始終了の合図としての利用／・動きがおもいつかないことがないよう
に、言葉の指示による日常的な動きの利用／・友達とのかかわりあい／・
身体言語の獲得
皿考察
皿一1表現遊びの実践指導記録
実施日平成20年10月2日
対象白鴎大学教育学部発達科学科児童教育専攻学生
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過程 活動 指導者の留意点
導入 からだ遊び歌の紹介 学生から動物の身体表現を引き出
「動物園にいきましょう」 せるように言葉がけし、活動に取
クラス全員で大きな円をつくり、身 り入れる。
体あそび歌に出てくる動物、（パン 繰り返し動きながら、だんだん身
ダ、コアラ、狸、ライオン、ゴリラ、 体をつかった大きな表現へとアレ
ダチョウ）の動きも模倣し、全員で ンジをくわえる。
歌いながらウォーミングアップ
活動1Oカード作り ・動物がグループで一緒にならな
・3人のグループに分かれ、自分いように、決定を促す。
の表現したい動物園にいる生き物 例カードA‘動物名キリン
（動物）を選択し、配られたピンク カードB動作（高い木の葉っぱ
のカード（カードA）に絵を描く。 を食べる／お友達とダンス／転
・緑のカード（カードB）を1人ぶ）など。
1枚配布し、選択した動物がどん
な行動するか、特徴があるかを文
字で記入する。
・カードAに描かれた動物の表現
を、カードBの指示にしたがって
表現をする。
活動2○表現あそびいろいろな動物に 次のカードヘ移動するタイミン
変身 グは、クラス全体の様子をみて判
両カードを床に伏せ、合図でその 断する。
カードをチームごとにめくり表現 ・次のカードヘの移動の仕方も、
を楽しむ。指導者の合図に従って、 動物になりきって移動する工夫を
次のカードヘ移動する。 伝える。
○表現あそびその2くじ引き・面白いまたは難しい組み合わせ
で即興創作 になる可能性もあること、想像力
すべてのカードBを回収し、シャッ を働かせるよう助言する。
フルして各グループに再配布し、 面白い動きをみつけられるよう
初めに選択したカードAと、シャッ に促す。
フルされて再配布したカードBを
使い、表現を創作。
まとめ グループ発表。
※授業の前後にアンケートを実施。
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皿一2活動の様子から考察
2クラスで実施したが、どちらのクラスも活動に対して集中力が途切れ
ることなく、熱心に取り組む様子がみられた。
○導入では、こどもの身体あそび歌の音楽を使用することにより、身体
表現に得意、不得意に関係なく、みんなで一つの流れを作ることができ
た。また歌いながら、身体を大きくうごかすことで、体ほぐし、ウォーミ
ングアップとしても、十分な運動量があった。
○活動1のカードによる即興あそびでは、グループごとに遊び方の工夫
がみられた。一枚ずつめくるグループもあれば、3枚を同時にめくって楽
しむ様子、自分たちでどんどんルールを作りだし発展させて取り組んでい
る様子がみられた。約12グループのカードを順にまわり、チームごとの
カードに書かれた動物をそれぞれ表現し、身体全身を動かすこと、さらに
は、カードBにより数通りの動きのバリエーションをこなすことができて
いた。また活動中にも、他のグループの表現を眺め楽しんだり、お互いに
見合って楽しんでいるグループもみられた。
○活動2では、カードがシャッフルされたことで、理屈的にはつながら
ない動きの流れなどの無理難題につまずきながらも、いろいろなアイディ
アを出し合っていく姿があった。発表の段階では、カードの指示通りに想
像をふくらませて、納得の表現が出来たグループもあれば、思ったような
表現が出来ず自信がないグループもみられたが、そういったグループも創
作の段階では難しい課題に悩みながらも創作を楽しんでいる様子がみられ
た。
この授業の様子から、カードA、カードBを利用したことが即興による
表現の動機づけになっていたこと、また身体表現活動が停滞することなく
継続でき、また裏返しされているカードは、カードをめくることによる緊
張感と、すべてのカードを表現し終えることでゴールできるようなゲーム
の達成感を心身ともに獲得できたと見受けられた。
181
白井麻子
皿一3アンケート結果・考察
実践授業の活動の様子を踏まえ、事前・事後アンケート結果を分析し、
カードを利用した表現遊びの授業のねらい及びめあてに関して考察を行っ
た。
［結果1、2］は、カードAを使用することの利点および欠点に関する
自由記述回答文をキーワードでまとめ分析したものだが、その結果、カー
ドAがあることによって、表現の対象物がイメージしやすくなったとの回
答が約半数近くあり、なかでも、絵を描くことによって表現する対象物が
イメージしやすくなった回答が18％、対象物がどんな特徴があるかを再認
識するきっかけとなったという回答が15％あった。また反対にカードAの
使用に関する欠点は、絵が上手にかけないという回答が半数であった。そ
の中でも、「頭ではイメージできても、絵では細かい部位を描こうとする
ので難しかった」、「人に分からせるために絵を上手にかけない」といった
問題があがった。すなわち、カードAの利用は、描かれた絵をみること
で、すぐに身体で表現や模倣をすることに役立つ一方で、その前段階の絵
を描くという作業にはやはり想像力を要するということが読み取れる。ま
た絵が描かれていることによって、表現者がもっと自由に表現したい思い
がある場合、絵とカードにより抑制させてしまう可能性もあきらかになっ
た。カードAを作るにあたっては、たとえば写真の利用や、図鑑、VTR、
動物園にいって動物を観察するなどといった、表現したい題材を観察する
時問を多く取り入れたり、またカードのイメージにとらわれすぎてしまう
場合は、教師の言葉がけで、より自由な表現へと発展させることで、より
多様な表現が引き出せる方法となることを確認した。
［結果3］のカードBの使用の利点に関しては、カードをめくること
や、指令・命令ゲームのような遊びの要素のほか、カードBを共有するこ
とにより、他者との身体表現や想像力の共有ができるという点が見られ
た。また活動2でおこなったシャッフル（くじ引き的な偶然性）により、
予想できない動きの流れや、発想などを体験し、悩みながらも楽しめたこ
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とがアンケートから読み取れた。
［結果4］は、身体表現の好きな項目を複数回答の形式でデータを集
め、その総数を比較した結果であるが、事前アンケートでは「好きな点」・
として選択された総数が全体で248ポイントであったの対して、実践授業
活動後には、総数が400ポイントヘ増加した。これは活動を通して、表現
遊びが楽しい活動の一つとして体験できたと判断でき、アンケート上位項
目からは、「面白い動きが発見できる」（59人）、「いろいろなものへ変身で
きること」（54人）という、表現することの面白さとともに、模倣表現の
重要な要素である、「なりきる」ということに成果を見出せたといえる。
また「友人の表現をみる楽しさ」が増加したことにも注目したい。これ
は、他者の身体表現に興味をもち、感じ取ろうとする力を成長させ、将来
の保育者として幼児の表現や表出を共有、共感できる力を持つことを期待
できるからである。
またカードのよる表現あそびの利点は、ゲーム性があり指令をやらざる
をえないものとして本人の動機づけがいらないという点でも、身体で表現
をする習慣の減少した大人には、取り組みやすい課題であったといえる。
［結果1］カードAの使用効果
5）その他
4）自由に描くこ
できる14％
1）イメージしやすい
8％
2）絵によりイメージ
しやすい30％
3）動物を再認識できた
15％
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［結果2］カードAの使用に関する問題点
5）動きが平凡4％6）その他
4）イメージに
とらわれすぎた3％0）特になし
3）表現の特徴が
わカ》らない16％
2）動きがわからない
3％
1）絵を描くのが
むずかしい48％
［結果3］カードBを使用する利点
カードBを使用する良い点（自由記述より抜粋）
裏にしておくことでめくった時のドキドキ感があって面白い
自分たちが考えたものより以上のものを表現できた。無理難題をみんなで考えな
がらできたところ
お題を出されることでそれについてやれるので面白い
カードをシャッフルして表現の幅が広がった
みんなと交換できるところがよい
面白い動きができるカードがあって、自分では考えられない表現ができたりして
楽しかった
想像力を働かせるところ
イメージのヒントになり、色々表現しやすかった
予想外な動きがあると、考えるのが楽しかった
一つの動物で色々な行動があって、多くの表現方法があって面白い
色々な動きがあげられて、ほかのグループの動物の動きも取り入れて普通ではな
かなかイメージできない動きもできて楽しかった
次は何だろうとめくる時にわくわくするのが楽しくてよかった
自分には思い浮かばない動きを知ることができる
3種類の動作をその動物になりきってできるところ
動きが指定されていて、楽しくやりやすかった
次は何だろうとわくわくした
ヒントっぽい感じで、ちょこちょこポイントを見つけられる
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［結果4］
身体表現の利点に関するアンケート （対象74名）
身体表現の好きな点について
〈複数回答可〉事前アンケートより
①からだを動かせる（38人）
②おもしろい（よい）動きが発見でき
る（38人）③誰とでも楽しく動ける（35人
④自由に好きなようにうごける（32人）
⑤友だちの表現をみれる（29人）
⑥普段では出来ないことができる
（26人）⑦表現したことがわかってもらえる（16人）⑧友だちの良いところが発見できる（14人）⑨いろいろなものに変身できる（11人）⑩なりきれる（4人）
⑪好きなところはない（3人）
⑫友だちから誉められる（2人）
身体表現の好きな点について
〈複数回答可〉事後アンケートより
①おもしろい（よい）動きが発見でき
る（59人）②いろいろなものに変身できる（54人
③友だちの表現をみれる（52人）
④からだを動かせる（43人）
⑤自由に好きなようにうごける
（37人）⑤誰とでも楽しく動ける（37人）⑤普段では出来ないことができる
（37人）⑧なりきれる（36人⑨表現したことがわかってもらえる
（23人）⑩友だちの良いところが発見できる（19人）⑪友だちから誉められる（3人）⑫好きなところはない（0人）
IVまとめ
今回は、保育養成課程の学生を対象に、動物の模倣を題材にしたカード
を利用した表現遊びに取り組んできた。そこで身体全身で動物特有の様々
な動きに触れ、自由で柔軟な発想の表現をしたり、他者の動きに共感する
など学生自身が等身大で自由に身体表現を楽しむことができる題材として
の可能性が明らかになった。学生の授業の感想からは、「幼児だったらど
んな発想をするのだろうかと興味をもった」、「友人と助けあって考えるこ
とでいいコミュニケーションになると思った」、「言葉を使わないからこそ
見る側に想像が広がった」などの気づきもみられ、表現する力、表現を感
じる力を獲得しはじめたことがうかがえる。実践授業では、動物の模倣表
現遊びとして展開したため、自分の気持ちや感情を表現するという、表現
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にもとめられる要素は引き出すことはできなかったが、身体言語のボキャ
ブラリーを多く体得することができ、成長とともに次第に抑制されてきた
身体表現が、少しずつ自由に拡大したように見受けられた。
今後の課題
この事例を通して、筆者自身も改めて即興表現の楽しさ、身体表現の魅
力を感じることができた。即興は、どのような目的で行われるかによって
その方法、ルールなどを明確にしていくことが大切であり、それは、様々
な動きや表現を引き出せる方法として有効であると確認できた。今後の課
題として、対象者、目的にあわせた即興表現の指導の可能性を進めていき
たい。
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